
独立行政法人環境再生保全機構の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

　① 平成22年度における役員報酬についての業績反映のさせ方

　② 役員報酬基準の改定内容

法人の長

理事

監事

監事（非常勤）

２　役員の報酬等の支給状況

平成22年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

1,424 （特別都市手当）

320 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

592 （特別都市手当）

61 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

1,186 （特別都市手当）

212 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

1,186 （特別都市手当）

322 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

1,015 （特別都市手当）

154 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

注１：「特別都市手当」とは、民間における賃金、物価及び生計費が特に高い地域に在勤する役員に支給されているものである。

注２：「前職」欄は、役員の前職を種類別に退職公務員は「*」、役員出向者については「◇」、独立行政法人等の退職者については「※」、

　　　退職公務員でその後独立行政法人等の退職者は「＊※」の記号を付している。

注３：賞与のうち業績給については、前年度の評価結果を反映させ、翌年度に支給している。

A監事 12,899 8,456

-2,444
B監事
（非常勤）

F理事

※

3,274

4月1日

44 （通勤手当） 4月1日

1,355

前職
就任・退任の状況

役名

A理事 5,900

3,991

4,930

9,884

　環境省独立行政法人評価委員会の当該事業年度に係る業務の実績に関する評価結果を踏
まえ業績給に反映させることとしている。

（参考）役員報酬規程第７条第４項

理事長の業績の額は、基準額に100分の132を乗じて得た額に、別に定める評価委員会の評価結果に則した100分
の200から100分の0までの範囲内で定める割合を乗じて得た額とする。

17,603 11,868

2,097

その他（内容）

法人の長

317

2,400

B理事 13,379

10月1日

◇

C理事 12,747 9,884 4月1日

1,736 - 1,736
（22年3月31

日） ＊※-

D理事 1,736 - 1,736
（22年3月31

日） ＊

E理事 1,303 - 1,303
（22年3月31

日）

-

-

（21年6月30
日） ＊G理事 434 - 434 -

本俸の額について△6.5％程度の改定を実施。（1,011,000円→945,000円）

賞与支給割合を0.15月引き下げ

本俸の額について△0.5％程度の改定を実施。（825,000円→821,000円）

賞与支給割合を0.15月引き下げ

本俸の額について△0.5％程度の改定を実施。（706,000円→702,000円）

賞与支給割合を0.15月引き下げ

非常勤役員手当について日額制から月額制に変更。（日額34,300円→月額200,000円）



３　役員の退職手当の支給状況（平成22年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

2,475 ＊

千円 年 月

928 0 9 H22.3.31 1.0

千円 年 月

1,856 1 6 H22.3.31 1.0 ＊※

注１：「摘要」欄には、独立行政法人評価委員会による業績の評価等、退職手当支給額の決定に至った事由を記入している。

注２：「前職」欄は、役員の前職を種類別に退職公務員は「*」、役員出向者については「◇」、独立行政法人等の退職者については「※」、
　　　退職公務員でその後独立行政法人等の退職者は「＊※」の記号を付している。

該当者なし

摘　　要

法人の長

監事
（非常勤）

法人での在職期間

当該業績勘案率は、環境省独
立行政法人評価委員会によっ
て、同委員会決定の業績勘案
率の決定方法に基づき、在職
期間における個別評価項目の
評価を点数化し、在職日数に
応じ加重平均して算定された
率である。

理事A

該当者なし

1.0H22.3.312 0

該当者なし

当該業績勘案率は、環境省独
立行政法人評価委員会によっ
て、同委員会決定の業績勘案
率の決定方法に基づき、在職
期間における個別評価項目の
評価を点数化し、在職日数に
応じ加重平均して算定された
率である。

当該業績勘案率は、環境省独
立行政法人評価委員会によっ
て、同委員会決定の業績勘案
率の決定方法に基づき、在職
期間における個別評価項目の
評価を点数化し、在職日数に
応じ加重平均して算定された
率である。

監事

理事Ｂ

理事Ｃ



Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　② 職員給与決定の基本方針
　ア 給与水準の決定に際しての考慮事項とその考え方

　イ 職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方

〔能率、勤務成績が反映される給与の内容〕

　ウ 平成22年度における給与制度の主な改正点
　１．俸給の見直し
　　　55歳を超える管理職員の本俸について、1.5％減額して支給
　　　本俸基準表の水準を0.3％～0.5％引き下げ
　２．賞与支給割合を0.2月引き下げ

２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

90 42.9 7,416 5,573 175 1,843
人 歳 千円 千円 千円 千円

90 42.9 7,416 5,573 175 1,843

人 歳 千円 千円 千円 千円

4 41.5 4,042 3,108 214 934
人 歳 千円 千円 千円 千円

4 41.5 4,042 3,108 214 934

人 歳 千円 千円 千円 千円

5 36.2 3,354 2,850 155 504
人 歳 千円 千円 千円 千円

5 36.2 3,354 2,850 155 504

注：「常勤職員」については任期付職員、非常勤職員を除いている。

　「研究職種」、「医療職種」、「教育職種」については該当者がいないため記載を省略した。
　 　「在外職員」、「再任用職員」については該当者がいないため記載を省略した。

制度の内容

昇給 　人事評価制度の評価結果に基づき、５段階の昇給幅で昇給を実施（Ｈ20.4より導入）

うち所定内人員

 賞与：業績手当（査定分）

平成22年度の年間給与額（平均）

事務・技術

　① 人件費管理の基本方針

　中期目標で示された一般管理費の削減目標（中期目標期間の最終年度において第一期中
期目標期間の最終年度（平成20年度）比で１５％を上回る削減を行う。）を達成する。
　また、行政改革の重要方針（平成１７年１２月２４日閣議決定）を踏まえ、平成１８年度以降の
５年間における人員の５％以上の削減を実施するとともに、経済財政運営と構造改革に関する
方針2006（平成18年７月7日閣議決定）に基づく取組を平成23年度まで継続する。

　国家公務員に対する人事院勧告等を参考にしつつ、社会一般の情勢に適合した給与水準
となるよう努めている。

　業績評価及び発揮能力評価から構成される人事評価制度の評価結果を賞与・昇給へ反映
させることとしている。

給与種目

非常勤職員

事務・技術

区分

常勤職員

任期付職員

事務・技術

　人事評価制度の評価結果に基づき、業績手当に反映

うち賞与平均年齢
総額



② 年間給与の分布状況（事務・技術職員）[非常勤職員を除く。以下、⑤まで同じ。]

注：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、⑤まで同じ。

（事務・技術職員）

四分位 四分位

第１分位 第３分位
人 歳 千円 千円 千円

10 57.1 11,836 12,040 12,429

12 53.8 8,908 9,978 10,570

1 - - - -

29 47.2 7,010 7,815 8,624

1 - - - -

5 40.5 5,010 6,146 7,474

1 - - - -

12 33.5 4,404 4,647 4,804

　本部係員 21 29.2 3,544 3,891 4,103

2 - - - -

注：代表的職位「地方課長」、「地方課長代理」、「地方係長」及び「地方係員」は、該当者が２名以下のため、当該個人に関する

　　 情報が特定される おそれがあることから、平均年齢及び年間給与の平均額については記載していない。

③  職級別在職状況等（平成２３年４月１日現在）（事務・技術職員）

区分 計 １等級 ２等級 ３等級 ４等級 5等級 6等級

標準的 部長 係長
な職位 次長 主任

人 人 人 人 人 人 人

90 10 13 30 18 19 -
（割合） (11.1%) (14.4%) (33.3%) (20.0%) (21.1%)

歳 歳 歳 歳 歳 歳

59～51 59～48 58～38 50～30 43～24 -

千円 千円 千円 千円 千円 千円

9,353～8,050 8,333～6,272 6,907～4,543 5,749～3,259 4,506～2,567 -

千円 千円 千円 千円 千円 千円

12,931～11,057 11,152～8,352 9,211～6,077 7,640～4,323 5,947～3,405 -

係員

　本部部長

　本部課長

平均

　地方係長

平均年齢

課長 係員

年齢（最高
～最低）

年間給与
額(最高～

最低)

人員

課長代理

所定内給
与年額(最
高～最低)

人員

代表的職位

　本部課長代理

分布状況を示すグループ

　本部係長

　本部主任

　地方係員

　地方課長

　地方課長代理
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２０－２３

歳

２４－２７

歳

２８－３１

歳

３２－３５

歳

３６－３９

歳

４０－４３

歳

４４－４７

歳

４８－５１

歳

５２－５５

歳

５６－５９

歳

人数

平均給与額

第３四分位

第１四分位

国の平均給与額

年間給与の分布状況（事務・技術職員） 人千円



③-2　職級別在職状況等（平成２３年４月１日現在）（任期付職員）

区分 計 １等級 ２等級 ３等級 ４等級 5等級 6等級

標準的 部長 係長
な職位 次長 主任

人 人 人 人 人 人 人

4 - - - - - 4
（割合） (100.0%)

歳 歳 歳 歳 歳 歳

- - - - - 50～28

千円 千円 千円 千円 千円 千円

- - - - - 3,110～2,671

千円 千円 千円 千円 千円 千円

- - - - - 4,070～3,544

④ 賞与（平成22年度）における査定部分の比率（事務・技術職員）

夏季（６月） 冬季（１２月） 計
％ ％ ％

54.7 56.2 55.5

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 45.3 43.8 44.5

％ ％ ％

         最高～最低 48.5～35.9 47.2～33.1 47.3～34.5

％ ％ ％

64.5 67.4 65.9

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 35.5 32.6 34.1

％ ％ ％

         最高～最低 38.1～31.9 35.2～28.4 35.6～30.5

⑤ 職員と国家公務員及び他の独立行政法人との給与水準（年額）の比較指標（事務・技術職員)

112.8

106.9

すべての独立行政法人を一つの法人とみなした場合の給与水準）に置き換えた場合の給与水準を１００

管理
職員

一律支給分（期末相当）

区分

一律支給分（期末相当）

　　として、法人が現に支給している給与費から算出される指数をいい、人事院において算出

対国家公務員指数（行政職（一））

一般
職員

注：　当法人の年齢別人員構成をウエイトに用い、当法人の給与を国の給与水準（「対他法人」においては、

対他法人指数（事務・技術職員）

年齢（最高
～最低）

所定内給
与年額(最
高～最低)

年間給与
額(最高～

最低)

課長 課長代理 係員 係員

人員



給与水準の比較指標について参考となる事項

○事務・技術職員

地域勘案　　　　　　  113.2

参考 学歴勘案　　　　　　 109.6

地域・学歴勘案　　　 111.6

　国に比べて給与水準が
　高くなっている定量的な
　理由

比較対象職員の状況

Ⅱ-2-①表（職種別支給状況）の常勤職員欄の90人及び任期付職員欄の4人
計94人
94人の平均年齢42.9歳、平均年間給与額　7,272千円

【支出総額に占める給与、報酬等支給総額の割合】
　1.4%（平成22年度決算）

指数の状況

内容

環境再生保全機構

83.0%

　また、当機構は特殊法人整理合理化計画に基づき、旧公害健康被害補償予
防協会及び旧環境事業団が実施していた多岐にわたる業務を承継しており、
各業務の専門部署を設置した結果、機構の管理職割合（24.5％）が国（15.3％
※）より高くなっていることも、対国家公務員指数を上げる要因の一つと考えられ
る。
　なお、給与水準の低減のための各種取り組みを実施したが、管理職層の経年
的な年齢上昇（部長職56.4歳→57.1歳、課長職53.8歳→54.0歳）等の要因によ
り、高年齢層の平均給与が上昇し、比較対象職員数の母数が小さいため影響
幅が大きく、一時的に指数の上昇（0.7ポイント）に影響したものと考えられる。

※国の管理職割合は平成22年国家公務員給与等実態調査（人事院）の行
（一）6級以上の割合である。

【国からの財政支出について】
　支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　27.82％
（国からの財政支出額　27,389,241千円（27,968,191千円）、支出予算の総額
98,427,008千円（110,589,778千円）：平成22年度予算（平成21年度予算））

【主務大臣の検証結果】
　機構の職員構成が国家公務員に比べ、大学卒以上の職員の割合が高く（機
構83.0％、国51.6％）、また、管理職の構成割合も高い（機構24.5％、国15.3％）
ため、指数が高くなっているものと考えられる。
　なお、毎年、給与水準の低減のための各種取り組みを実施してきたことによ
り、対国家公務員指数は順調に低減していたが【114.7(H19)、113.9(H20)、
112.1(H21)】、平成22年度においては、管理職層の経年的な年齢上昇（部長職
56.4歳→57.1歳、課長職53.8歳→54.0歳）等の要因により、高年齢層の平均給
与が上昇し、一時的に指数が上昇（0.7ポイント）したと考えられ、引き続き、業務
の実績を考慮しつつ社会一般の情勢に適合した水準に向けた措置を講ずるよ
う要請する。

　当機構は、環境分野の政策実施機関として、環境分野における専門性と知
識・能力を有する人材を確保してきたことから、大卒以上の者の占める割合が国
に比べ高くなっていることが対国家公務員指数を上げる要因の一つと考えられ
る。

　給与水準の適切性の
　検証

51.6%

国家公務員行政職（一）

【職員数に占める大学卒以上の比率（％）】

大卒以上

【累積欠損額について】
　累積欠損額　0円（平成22年度決算）

項目

対国家公務員　　112.8



Ⅲ　総人件費について

当年度
（平成22年度）

前年度
（平成21年度）

千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(A)
　　　　　千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(Ｂ)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(Ｃ)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(D)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

　※平成22年度の退職手当支給額、非常勤役職員等給与及び福利厚生費に計上誤りがあったため、当初の額より修正した。

総人件費について参考となる事項

①給与、報酬等支給総額、最広義人件費増減の要因

【主務大臣の検証結果】
　平成20年度に達成済みであるが、平成23年度まで継続すること。

　業務運営の効率化を図るとともに、機構が十分な役割を果たすことができるよう業務の改善・
見直しを進めることにより、石綿健康被害救済業務に従事する職員を除き、期末の常勤職員数
を期初の８割以下とする。
　また、「行政改革の重要方針」（平成１７年１２月２４日閣議決定）を踏まえ、平成１８年度以降の
５年間における人員の５％以上の純減を、第一期中期計画期間中において達成している。

第一期中期目標期初の常勤役職員数　136人
石綿健康被害救済業務の追加に伴い増員した常勤職員数　44人
第一期中期目標期末（平成20年度末）の常勤役職員数の目標　151人

平成23年４月１日現在の常勤役職員数149人（平成22年度に1人削減）

△70,383

153,536

(△5.7)

　

1,002,076

(△9.0)

(△41.8)

56,879

比較増△減

(△3.7)179,222 △6,605

給与、報酬等支給総額

退職手当支給額
98,138

945,197 △56,879

1,503,355 (△9.0)136,0181,367,337
最広義人件費

福利厚生費
172,617

②簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律、「行政改革の重要方
針」（17.12.24閣議決定）による人件費削減の取組状況

△136,018

(△5.7)

非常勤役職員等給与
151,385

講ずる措置

区　　分
中期目標期間開始時（平
成21年度）からの増△減

168,521

(△3.7)

70,383

(△1.4)(△1.4) 2,151△2,151

6,605

(△41.8)

食事券の廃止等福利厚生費の見直し、定年退職者数の減少、中期計画に定めた常勤職
員数の削減及び本俸基準表水準の引き下げを行ったことによる給与、報酬これらにかかる法
定福利等支給総額が減少したことにより、最広義人件費は減少した。

１．行政改革の重要方針（平成１７年１２月２４日閣議決定）を踏まえ、平成１
８年度以降の５年間における人員の５％以上の削減を、前倒しで平成20年
度に達成しているが、総人件費改革に基づく取組を、引き続き継続する。
２．給与構造改革を踏まえた給与体系の見直しを計画的かつ着実に実施す
ることにより給与水準の低減を図る。
<具体的な改善策>

（平成22年度に講じた措置）
①55歳を超える管理職員の本俸を1.5％減額して支給。
②本俸基準表の水準を0.3％～0.5％引下げた（国は平均0.1％引下げ）。
③賞与支給割合を0.2月引下げた。
④組織改正で課の数を減らし、管理職数を削減した。
⑤人事評価制度を活用し、賞与、昇給に法人の業績評価や職員の

勤務成績の反映する給与体系の見直しを進めた。
（平成23年度に講じる措置）

今後の業務の見直し等に併せて、管理職数の削減に努める等の措置を
講ずることにより、平成23年度の対国家公務員指数を概ね１１2程度とする。

<給与水準是正の目標水準及び具体的期限>
平成１８年度の対国家公務員指数119.3について、平成23年度までに対

国家公務員指数を概ね１１2程度とし、地域差、学歴構成を勘案した指数は
概ね109程度とする。



基準年度
（平成18年
4月1日）

平成18年
度

平成19年
度

平成20
年度

平成21年
度

平成22年
度

▲1.2 ▲2.5 ▲6.2 ▲6.8 ▲7.5

Ⅳ 法人が必要と認める事項

特になし

年　　　度

総人件費改革の取組状況

（注１）新規業務（石綿健康被害救済業務）の追加に伴い、平成１７年度　４名、平成１８年度　４０名の増員が認められ
ているため、基準年度は平成18年4月１日現在の人員としている。

（注２）人員数には、常勤役員数5名が含まれている。

人員純減率
（％）

人員数
（人）

159 157 150161 149151


